
縄文時代の植生分布 現在の植生分布

錯乱 (災害 )

シゼン領域

追悼のためのヒト的行動

(ヒト的行為 )

管理不足、人口減少

再生へのダンジョン 侵略的自然

被覆

覆滅的自然覆滅的自然曲線

共振的自曲線

ヒト領域

ヒトによる再生活動

(シゼン的行為 )

コモンズとして管理 メモリアルコモンズ

:メモリアルコモンズ

:メモリアルスペース

人

自然

人と自然の対抗。

線路は両者を分かつ

存在となっていた。

震災によって、

自然は大きく傷んだ

対象地の現状における、

傷んだ森林の野生化。

住民はそれらの間に点在し、

野生化を制御することは

ほとんどない

線路跡を管理動線とし、

各森林の遷移を一部制御する。

自然の攪乱を受容しながら

管理活動を続けることにより、

森林や住民同士の連携が強まる

継続的管理による再自然化を通じ、

住民と森林が寄り添う（共振する）。

自然の攪乱が起こっても、

それを受容・吸収するような

レジリエンス性をもつ地域となる

自然が回復し始める。

両者の関わりを媒介する

管理動線 (線路跡 )や

管理拠点 (人為的空地 )を通じ、

人が自然に歩み寄る

人と自然の共振により、

メモリアルプレイスが

形成、持続する。

管理動線はその中の象徴

空地は“自然”に溶け込んでいく

メモリアルプレイスとしての地域震災による地域の衰退

空地

線路跡

攪乱源

（シカ、土砂崩れなど）

（津波、海面上昇など）

共振

100年後の植生分布

針葉樹林帯

温帯落葉広葉樹林帯

亜熱帯樹林帯

自然という表層が変わりゆく時の流れの中で起こる錯乱 ( 津波 ) に抗い、
人は確かにそこにいたという痕跡を創り続けてきた。
人の暮らしのあり方が自然に抗う事から自然と共振する在り方へ変わる社会で
メモリアルプレイスのあり方も捉え直すことはできないだろうか。
自然に抗うのではなく分断された地域、人、自然とが共振し合う
メモリアルコモンズを提案する。

ヒトとシゼンのメモリアルコモンズ

共振叢地

海水域

東日本大震災時の浸水域

100年後の浸水域
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□1 年後

スギ林を間伐し、人と新しい自然を受け入れ

る余地をつくる

□100 年後

植樹した桜と再生した自然植生が繫栄する一

方、廃線跡の対岸ではシカの影響による新た

な植生が形作られる

□300 年後以降

人為とシカの影響による植生の違いが廃線跡を

境界として象徴化する

□20 年後

防潮堤を浜堤が強化されたものととらえ、放棄水田の後輩湿地を掘り下げ川の水を引き池をつくる

同時に、池の周囲の盛り土にクロマツと広葉樹の混生防潮林をつくり津波に備える

□100 年後

津波が防潮堤を乗り越えるごとに池の水は汽水と淡水を往復し、海面上昇と地盤沈下につれて汽水の常態化に向かう

高さを増す防潮堤は池の自然環境と防潮林の再生プロセスを眺める視点場となる　

□500 年後以降

海面上昇に抗い続ける防潮堤はさらに高さを増し、ラグーンとして完全な汽水環境となった池を鳥瞰する視点場となる

海と陸地のバッファーとして厚みを増したラグーンは津波に対するレジリエンスを最大限に発揮する
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池（淡水）

海面上昇

鹿垣

廃線跡

桜の植樹と埋土種子の発芽

スギの消滅と温暖化による常緑広葉樹林への移行

落葉樹林から常緑樹林への遷移過程

森林が発達せず

不嗜好性植物が増える

森林の老齢化とシバ地化

池（淡水⇔汽水）

ラグーン（汽水）

防潮林

防潮林

防潮林

赤牛漁港防潮堤 T.P.+9.8

防潮堤 T.P.+10.8

シカ

シカ

防潮堤 T.P.+14.8


